
Title 人名に使われる漢字の用法の変化について : 一字一
音（一字一拍）の読みを中心に

Author(s) 岡島, 昭浩

Citation 語文. 2023, 121, p. 42-57

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/95426

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



語文121（2023・12　大阪大学国語国文学会）

人
名
に
使
わ
れ
る
漢
字
の
用
法
の
変
化
に
つ
い
て

―
一
字
一
音
（
一
字
一
拍
）
の
読
み
を
中
心
に

―

岡　
　

島　
　

昭　
　

浩

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
命
名
に
際
し
て
の
漢
字
の
用
法
の
変
化（
乃
至
、
用
法
に
対
す
る

意
識
の
変
化
）を
見
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
筆
者
の
漢
字
観
を
確
認
し
て

お
く
。
現
代
日
本
に
お
い
て
も
、漢
字
は
表
語
文
字
で
あ
る
と
考
え
る
。
無
論
、

表
音
用
法
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
（
意
味
を
消
し
て
音
を
示
す
）
1
（

）
や
、
表
意
用
法

と
呼
ぶ
べ
き
も
の
（
音
を
消
し
て
意
味
を
示
す
も
の
）
も
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か

に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
中
国
語
を
写
す
際
よ
り
も
、表
音
の
よ

み
の
用
法
、
表
意
の
み
の
法
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
日
本
語

を
表
す
も
の
と
し
て
も
、
漢
字
は
表
語
機
能
を
保
持
し
て
い
る
、
と
考
え
る
。

　

そ
も
そ
も
、
文
字
は
言
語
を
写
す
も
の
で
あ
り
、
表
音
文
字
で
あ
っ
て
も
、

文
字
列
が
形
態
素
（
乃
至
、
過
去
に
お
い
て
形
態
素
で
あ
っ
た
（
と
見
な
さ

れ
て
い
る
）
も
の
）
と
結
び
付
く
の
が
普
通
で
あ
る
）
2
（

。
た
だ
し
、
表
音
文
字

は
、
単
独
の
文
字
で
は
な
く
、
文
字
列
に
な
っ
て
そ
の
機
能
を
有
す
る
。
漢

字
は
、
文
字
列
で
な
い
単
独
文
字
に
お
い
て
も
、
形
態
素
と
の
繋
が
り
が
あ

り
（
あ
る
場
合
が
殆
ど
で
）、
表
音
文
字
と
は
異
な
る
。

　

ま
た
、
複
数
の
語
（
形
態
素
）
と
結
び
付
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
語
形
の
な

い
「
意
味
」
と
結
び
付
く
の
は
、
漢
字
の
中
心
的
な
用
法
で
は
な
く
（
周
辺
的

な
用
法
で
あ
り
）、
表
意
文
字
と
は
言
わ
な
い
方
が
よ
い
、
と
考
え
て
い
る
）
3
（

。

　

本
論
で
は
、
名
づ
け
の
際
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
扱
う
が
、
漢

字
の
表
音
的
な
用
法
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
を
見
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

略
訓
の
拡
大

　

名
乗
り
に
お
け
る
略
訓
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
池
上
（1976

）
が
示
し
た

が
、
略
訓
と
い
う
こ
と
は
、
意
味
と
の
つ
な
が
り
を
消
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、

表
音
的
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
実
証
困
難
な
推
測
だ
が
、
送
り

仮
名
の
揺
れ
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
が
、
略
訓
の

拡
大
や
、
漢
字
の
表
音
用
法
の
拡
大
を
推
進
し
た
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。「
笑
」

を
、「
ワ
ラ
イ
」「
ワ
ラ
ウ
」
で
な
く
「
ワ
ラ
」
と
読
む
習
慣
が
現
在
広
が
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
、「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
の
影
響
下
（
厳
密
に
言
う
な
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ら
ば
、「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
の
本
則
の
み
を
正
解
と
し
、
許
容
例
を
正
解

と
し
な
い
習
慣
・
教
育
の
影
響
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
）
に
あ
る
よ
う

に
思
え
る
）
4
（

。

略
訓
は
、
新
野
（1996

）
の
纏
め
た
明
治
以
前
の
名
乗
に
も
あ
る
が
（『
名

乗
字
引
』
の
「
示
：
シ
メ
」、「
競
：
キ
ソ
」
な
ど
）、
一
拍
に
い
た
る
も
の
は

少
な
い
。
そ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
そ
う
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
易
林
本
節
用

集
の
「
臼
：
ウ
」・「
臣
：
オ
」
な
ど
が
相
当
し
よ
う
か
）
（
（

。
荒
木
（19（9

）
に

載
る
も
の
で
は
「
生
：
い
」「
白
：
し
」
な
ど
が
あ
る
）
6
（

。

こ
れ
が
、
近
年
の
命
名
に
お
い
て
は
、
略
訓
で
一
字
一
音
（
一
字
一
拍
）
7
（

）

の
も
の
が
増
え
て
い
る
。
田
口
二
洲
（2016
）「
読
み
別 

名
づ
け
に
使
え
る 

お
す
す
め
漢
字
リ
ス
ト
」
で
「
あ
」
と
読
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

上
安
在
充
有
会
合
当
亜
吾
阿
空
昂
直
明
和
亞
宛
娃
荒
称
彩
逢
揚
開
愛
雅

遭
編

こ
れ
は
、「
あ
」
で
始
ま
る
も
の
で
は
な
く
、「
あ
」
と
読
め
る
漢
字
の
リ
ス

ト
で
あ
り
、
こ
の
リ
ス
ト
は
「
あ
い
・
あ
う
・
あ
え
・
あ
お
・
あ
お
い
・
あ

か
・
あ
か
つ
き
・
あ
か
ね
・
あ
き
・
あ
き
ら
・
あ
く
・
あ
ぐ
・
あ
け
。
あ
け

ぼ
の
・
あ
け
み
・
あ
さ
…
…
」
と
続
く
。「
あ
く
」
の
所
に
「
空
」
は
な
く
、

「
充
」「
当
」
な
ど
が
見
ら
れ
そ
う
な
「
あ
て
る
」
な
ど
は
無
い
（「
あ
た
る
」

は
あ
る
が
「
中
」
の
一
字
の
み
）。

略
訓
由
来
と
見
ら
れ
る
も
の
に
傍
線
を
施
し
た
が
、「
上
が
る
」「
在
る
」

「
充
て
る
」
な
ど
の
字
を
「
あ
」
と
読
ま
せ
る
わ
け
で
あ
る
。「
明
」
は
「
明

る
い
」
の
略
訓
と
い
う
側
面
と
、「
明
日
」
の
熟
字
訓
「
あ
す
」
を
分
解
し
た

と
い
う
面
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。「
愛
」
を
「
あ
」
と
読
む
よ
う
な
、
伝
統
か

ら
は
外
れ
る
略
音
も
目
に
付
く
。「
雅
」
は
、
ア
テ
ネ
を
「
雅
典
」
と
書
く
こ

と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
）
（
（

。

「
あ
」
以
外
を
見
て
お
く
と
、「
あ
ざ
」
に
「
鮮
」、「
あ
そ
」
に
「
遊
」、「
あ

た
」
に
「
与
辺
能
」
な
ど
（
与
え
る
・
辺
り
・
能
う
）、
送
り
仮
名
相
当
の
部

分
を
書
か
な
い
形
で
、
載
せ
て
い
る
も
の
が
目
に
付
く
。「
い
そ
」
に
「
急
勤

磯
」
が
並
ん
で
い
た
り
、「
こ
と
ほ
」
で
「
寿
」
が
載
る
な
ど
、
漢
和
辞
典
の
音

訓
索
引
を
引
き
慣
れ
て
い
る
身
に
は
、
目
慣
れ
な
い
感
じ
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
の
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
や
一
九
九
〇
年
代
に
使
わ
れ
て
い

た
パ
ソ
コ
ン
用
の
仮
名
漢
字
変
換
辞
書
（FEP

）
に
お
い
て
、「
あ
」
の
読
み

で
、「
上
・
有
・
空
」
な
ど
が
出
る
な
ど
、
送
り
仮
名
を
省
略
し
た
形
の
仮
名

文
字
列
か
ら
漢
字
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
あ
っ
た
）
9
（

が
、
ワ
ー
プ

ロ
・
パ
ソ
コ
ン
入
力
用
を
謳
う
漢
字
辞
典
）
（1
（

に
お
い
て
は
、
索
引
な
ど
で
、
送

り
仮
名
の
表
記
を
示
す
「
あ
・
が
る
」
な
ど
と
い
う
表
記
は
多
か
っ
た
も
の

の
）
（（
（

、「
あ
」
に
「
上
」
が
入
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
は
、
芝
野
（1997

）

が
あ
た
り
ま
で
下
が
る
（
こ
の
手
の
辞
書
を
集
中
的
に
集
め
た
も
の
で
は
な

い
の
で
、
そ
う
し
た
も
の
が
他
に
も
あ
る
可
能
性
は
あ
る
）。
芝
野
（1997

）

の
索
引
で
、「
あ
」
の
項
に
あ
る
の
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

亜
唖
娃
阿
愛
芦
鮎
粟
安
庵
案
英
加
河
我
雅
海
蛙
栗
兄
穴
吾
厚
綱
荒
合
朱

秋
彰
昭
上
新
青
赤
浅
相
足
淡
朝
天
怒
朿
畔
泡
麻
明
網
有
揚
亞
呀
哇
噫
堊

婀
晏
暖
椏
痾
鐚
關
鴉

「
上
」
を
ア
と
読
む
用
例
を
見
る
に
、
ア
ゲ
と
読
む
兵
庫
県
の
地
名
「
上

ゲ
」
が
挙
が
っ
て
い
る
。
地
名
や
人
名
の
用
例
を
多
く
含
む
の
が
特
徴
と
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な
っ
て
い
る
こ
の
辞
典
で
あ
る
が
、
地
名
・
人
名
を
一
字
単
位
に
積
極
的
に

分
け
た
読
み
方
を
取
り
上
げ
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
田
嶋
（1990

）
で
も
、
地
名
の
用
例
を
挙
げ
る
が
、
一
字
単
位
へ
の
分

解
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
索
引
に
お
い
て
、「
あ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
の
は
、

訓
で
は
「
呀
」
一
字
で
あ
る
（
音
読
の
「
ア
」
は
22
字
）。

現
代
に
お
け
る
命
名
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
諸
者
に
論
が
あ
る
が
、
本
稿

で
は
、
略
訓
・
略
音
の
拡
大
を
経
て
、
人
名
の
漢
字
に
お
け
る
一
拍
読
み
の

増
大
の
一
端
を
見
る
。
名
前
の
変
化
に
は
、
音
形
の
種
類
の
増
大
が
あ
る
が
、

そ
の
増
大
し
た
音
形
を
表
記
し
う
る
の
も
、
一
字
一
音
の
漢
字
が
多
く
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

名
乗
の
資
料

「
名
乗
」
を
、『
大
字
典
』
の
よ
う
に
、
本
文
に
組
み
込
ん
で
い
る
も
の
も

あ
る
が
、
小
柳
司
気
太
『
新
修
漢
和
大
字
典
』
博
文
館
の
よ
う
に
、
付
録
の

よ
う
な
形
で
「
名
乗
一
覧
」
と
し
て
載
せ
る
も
の
も
あ
る
。
同
書
の
も
の
は
、

黒
河
芳
蘭
『
名
乗
指
南
』
）
（1
（

に
拠
る
旨
、
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
典
拠
を
示
さ

な
い
で
載
せ
て
い
る
辞
典
も
あ
る
。

新
規
に
編
纂
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
長
澤
規
矩
也
編
著
の
漢
和

辞
典
で
は
、『
明
解
漢
和
辞
典
』（19（9

新
版
）
以
降
、「
人
名
漢
字
読
み
方
一

覧
表
」
を
載
せ
て
い
る
）
（1
（

。
こ
れ
は
当
初
、「
字
形
に
よ
る
排
列
」「
読
み
方
に

よ
る
排
列
」
に
分
け
て
掲
載
し
て
い
た
も
の
を
、
翌
年
の
『
大
明
解
漢
和
辞

典
』
で
、
一
つ
の
表
に
圧
縮
し
た
形
に
し
、
こ
れ
が
、『
三
省
堂
漢
和
辞
典
』

『
三
省
堂 

新
漢
和
中
辞
典
』『
新
明
解
漢
和
辞
典
』
に
も
継
承
さ
れ
て
行
く
）
（1
（

。

『
新
字
源
』
は
、
一
九
七
六
年
頃
か
ら
付
録
に
「
人
名
要
覧
」
を
載
せ
る
よ

う
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
の
常
用
漢
字
告
示
・
人
名
用
漢
字
の
追
加
に
よ
る

改
訂
時
に
も
、
そ
の
追
加
に
関
す
る
も
の
の
他
の
増
補
も
若
干
行
わ
れ
て
い

る
。
一
九
九
二
年
の
『
大
字
源
』
に
、
常
用
漢
字
に
準
拠
す
る
な
ど
、
さ
ら

に
増
補
し
た
も
の
を
「
名
の
り
別
漢
字
一
覧
」
と
し
て
載
せ
る
が
（
一
九
九

四
年
の
『
新
字
源 

改
訂
版
』
の
「
人
名
要
覧
」
も
こ
れ
を
継
承
す
る
）、
こ

の
時
点
で
略
訓
由
来
の
一
拍
読
み
を
す
る
も
の
が
増
え
る
よ
う
で
あ
る

（「
当
：
あ
」
な
ど
）。
二
〇
一
七
年
の
改
訂
で
も
「
名
の
り
別
漢
字
要
覧
」
と

な
り
、
こ
こ
で
も
増
補
が
あ
る
。

『
角
川
最
新
漢
和
辞
典
』（197（

）
の
「
人
名
漢
字
要
覧
」
は
、
漢
字
別
の

も
の
で
、
所
謂
「
名
乗
」
に
留
ら
ず
音
読
み
に
つ
い
て
も
拾
っ
て
あ
る
。
ユ

ウ
と
読
む
字
が
ユ
と
も
読
む
こ
と
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
し
、
ヨ
ウ
・
ヨ

に
つ
い
て
も
（「
用
」）
同
様
で
あ
る
。

漢
和
辞
典
類
の
本
文
で
積
極
的
に
名
乗
を
載
せ
て
い
る
も
の
に
『
現
代
漢

和
辞
典
』
大
修
館
（1996

）
が
あ
る
。
例
え
ば
「
愛
」
に
、
21
も
の
「
名
の

り
」
を
載
せ
る
（
漢
語
林
・
大
漢
語
林
・
広
漢
和
で
は
10
）。
こ
こ
に
は
、
音

訓
に
入
っ
て
い
る
「
ア
イ
」「
ま
な
」
は
含
ま
れ
な
い
が
、
音
由
来
と
思
わ
れ

る
「
あ
」
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
書
は
30
の
読
み
を
載
せ
る
『JIS

漢
字
辞

典
』
よ
り
も
少
し
早
い
刊
行
だ
が
、
こ
れ
よ
り
後
の
も
の
で
も
、
こ
れ
に
匹

敵
す
る
数
を
載
せ
て
い
る
の
は
少
な
く
、『
漢
検
漢
和
辞
典
』
初
版
（2001

）

が
19
、『
旺
文
社
国
語
辞
典
』
第
八
版
）
（1
（

が
1（
、
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

命
名
に
直
接
関
係
す
る
も
の
に
目
を
向
け
る
と
、
国
語
協
会
（1940

）
や

吉
田
澄
夫
（19（1
）
の
よ
う
な
、
難
訓
へ
の
反
省
か
ら
、
読
み
方
を
か
な
り
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絞
り
込
ん
だ
も
の
が
あ
り
、「
お
名
前
博
士
」
と
し
て
知
ら
れ
た
佐
久
間
英
の

名
づ
け
本
も
、
通
用
性
に
乏
し
い
読
み
方
は
「
あ
え
て
省
き
」
と
い
う
立
場

の
も
の
で
あ
っ
た
。
荒
木
（19（9

）
や
、
渡
辺
（1973

）
な
ど
は
、
具
体
的

な
人
名
を
集
め
た
基
本
的
な
資
料
で
あ
る
。

さ
て
、
小
林
康
正
（2009
）
で
名
づ
け
に
お
け
る
「
た
ま
ひ
よ
名
づ
け
本
」

の
強
い
影
響
力
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
福
武
書
店
・
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
「
た
ま
ご
ク
ラ
ブ
」「
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
」
に
関
わ
る
名
づ
け
本
が
、

そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
わ
け
だ
が
、
書
籍
と
し
て
は
、199（

年
刊
の
『
最
新

版 

た
ま
ひ
よ
名
づ
け
百
科
』以
降
、
多
数
の
も
の
が
出
さ
れ
て
い
る
。
表
紙

に
「
こ
れ
は
ひ
き
や
す
い
！　

音
（
呼
び
名
）
で
選
べ
る
最
新
赤
ち
ゃ
ん
の

名
前
1
万
2 

0 

0 

0
例
」
と
あ
る
よ
う
に
、
漢
字
主
体
で
は
な
く
、
名
前
の

具
体
的
な
音
形
か
ら
漢
字
表
記
形
を
示
し
て
い
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

た
ま
ひ
よ
以
前
の
名
づ
け
本
の
類
は
、
漢
字
ご
と
の
説
明
（
姓
名
判
断
に
関

わ
る
画
数
・
五
行
な
ど
の
情
報
を
含
め
て
）
が
中
心
で
、
具
体
的
な
名
前
の

音
形
の
リ
ス
ト
は
示
さ
れ
な
い
も
の
が
多
い
（
示
さ
れ
て
い
て
も
漢
字
ご
と

に
纏
め
ら
れ
て
い
て
同
じ
音
形
で
異
な
る
表
記
と
な
る
も
の
を
見
出
し
に
く

い
）。
西
沢
（1960

）、
小
林
（1967

）、
朝
霧
（19（6

）、
香
川
（19（6

）、
脇

田
（19（6

）、
内
田
（1990

）、
山
口
（1992

）、
国
脇
（1992

）
な
ど
、
こ
れ

を
載
せ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
名
づ
け
情
報
の
中
心
を
な
す
も
の
で
は
な

く
、
後
掲
の
よ
う
に
数
量
的
に
も199（

年
以
降
の
た
ま
ひ
よ
名
づ
け
本
に
及

ば
な
い
。
そ
れ
以
降
の
名
づ
け
本
を
見
る
と
、
90
年
代
あ
た
り
ま
で
の
名
づ

け
本
は
、
名
づ
け
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、
使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
小
林
（1967

）
は
、
国
語
辞
典
の
付
録
で
あ

る
し
、
脇
田
（19（6

）
は
、
所
謂
名
づ
け
本
で
は
な
い
。 

な
お
、
た
ま
ひ
よ
以
前
の
「
名
乗
」
の
類
が
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
掲

載
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
増
補
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
調
べ
が
不
足
し
て

い
る
。
た
ま
ひ
よ
同
様
に
、
婦
人
雑
誌
の
記
事
に
名
づ
け
の
こ
と
が
載
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
名
づ
け
の
ツ
ー
ル
と
し
て
十
分
な
情
報
を
持
っ
て
い
た
よ

う
に
は
見
え
ず
、
単
行
本
と
し
て
見
ら
れ
る
書
籍
を
中
心
に
見
て
行
く
こ
と

に
な
っ
た
。

一
字
一
音
の
も
の

以
下
、
具
体
的
に
、
一
字
一
音
的
に
使
わ
れ
る
漢
字
を
見
て
行
く
。

荒
木
『
名
乗
辞
典
』
は
、
紳
士
録
な
ど
か
ら
名
前
の
実
例
を
集
め
、
漢
字

ご
と
に
名
乗
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
音
読
み
の
も
の
が
あ
ま
り
取
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、「
あ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
も
の
は
「
吾
」
の
み

で
あ
る
（「
後
篇
」
の
「
一
音
（
仮
名
一
字
）
の
も
の
」
で
示
さ
れ
る
）。
佐

久
間
英
（19（1

）・
中
野
洋
（19（7

）
な
ど
の
「
万
葉
仮
名
」
で
は
「
安
亜

阿
」
3
字
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
上
に
掲
げ
た
田
口
（2016

）
の
30
字

と
の
違
い
が
著
し
い
。

実
は
、「
た
ま
ひ
よ
名
づ
け
本
」
で
も
、
万
葉
仮
名
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の

や
、「
読
み
方
別
漢
字
リ
ス
ト
」
で
示
さ
れ
る
の
は
、
そ
う
多
く
な
い
。
た
ま

ひ
よ
（199（

） 

33
頁
の
「
万
葉
仮
名
一
覧
」
で
「
亜
阿
安
」
の
3
字
、
た
ま

ひ
よ
（199（
）「
読
み
方
別
漢
字
リ
ス
ト
」
で
「
亜
阿
安
吾
有
」
の
（
字
で
あ

る
。
阿
辻
・
黒
川
（200（

）
の
「
万
葉
仮
名
風
の
当
て
字
」
で
は
「
安
亜
吾

阿
愛
」
の
（
字
、「
読
み
か
ら
引
け
る
漢
字
一
覧
」
で
は
、「
安
在
亜
吾
阿
亞
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愛
」
の
7
字
で
あ
り
、
田
口
（2016

）
の
30
字
は
突
出
し
て
い
る
。

『
新
字
源
』「
人
名
要
覧
」
は
「
主
要
な
名
の
り
に
よ
っ
て
、
常
用
漢
字
・

人
名
用
漢
字
を
整
理
し
た
も
の
」
だ
が
、1994

年
の
改
版
時
に
、「
あ
」
に

「
当
」
が
、「
い
」
に
「
祝
泉
」、「
お
」
に
「
丘
」
な
ど
、
略
訓
由
来
と
思
わ

れ
る
1
拍
の
も
の
が
追
加
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
増
補
の
際
に
、
二
拍
の
も
の

だ
が
、「
か
す
」
に
「
春
」
な
ど
、
熟
字
訓
の
分
割
と
お
も
わ
れ
る
読
み
も

入
っ
て
い
る
）

「
読
み
別
漢
字
リ
ス
ト
で
、
多
く
の
「
あ
」
と
読
む
字
を
載
せ
た
田
口

（2016ab

）
で
あ
る
が
、「
音
か
ら
考
え
る
名
前
リ
ス
ト
」
で
示
さ
れ
る
実
例
の

方
に
は
、
こ
れ
ら
の
読
み
が
、
す
べ
て
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
と

読
ま
れ
て
い
る
漢
字
は
「
亜
安
吾
阿
有
愛
娃
明
彩
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

音
の
形
で
、
男
性
名1104

種
（pp.61-136

）、
女
性
名1（67

種
（pp.61-135

）

載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
少
な
い
実
例
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
実

例
の
方
で
は
「
上
在
充
空
」
な
ど
を
ア
と
読
ま
せ
る
例
は
入
っ
て
な
い
の
で
あ

る
。
多
く
の
名
づ
け
本
で
は
、
漢
字
項
目
や
音
訓
索
引
の
類
で
は
保
守
的
で
、

実
例
の
方
で
新
奇
に
見
え
る
読
み
を
出
し
て
い
る
印
象
が
あ
る
が
、
田
口

（2016

）
は
逆
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

「
あ
」以
外
の
一
字
一
音
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
荒
木
・
佐
久

間
・
田
口
の
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
る
」と
読
ま
せ
る
文
字
が
、
あ
ま
り
増
や
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
興

味
深
い
点
も
あ
る
）
（1
（

が
、
表
を
載
せ
る
だ
け
に
し
て
お
く
。

わ ら や ま は な た さ か あ 清

4 4 1（ 10 6 26 6 12 21 1 あ

4 （7 11 （ 11 10 30 17 い

1 （ 4 （ 4 3 13 2 （ う

11 1 11 3 3 （ 24 え

12 2 20 6 7 4 26 （ 9 43 お

ん ば だ ざ が 濁

1 2 1 1 0 あ

0 1 4 0 い

2 1 0 0 う

4 2 0 0 え

0 3 0 0 お

表1　荒木（19（9）の一字一音
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わ ら や ま は な た さ か あ

3 3 11 10 7 9 5 14 21 3 あ

9 14 12 6 12 38 36 22 い

4 14 8 16 2 4 10 13 8 う

4 8 4 8 3 6 14 17 え

4 10 7 7 6 19 6 20 12 お

ば だ ざ が

2 5 2 5 あ

4 18 6 い

6 7 2 う

3 1 1 7 え

4 4 12 お

わ ら や ま は な た さ か あ

14 11 23 29 28 30 24 41 72 30 あ

22 65 42 10 23 77 86 53 い

5 30 16 40 10 29 43 36 36 う

12 15 6 16 3 12 21 30 え

12 38 18 30 17 48 24 53 51 お

ば だ ざ が

8 16 3 13 あ

17 41 18 い

18 12 12 う

7 2 1 12 え

11 5 2 24 お

表3　田口（2016）の一字一音

表2　佐久間（1981）の一字一音
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音
形
の
増
大

　
こ
こ
で
、
名
づ
け
本
に
お
け
る
、
名
前
の
音
形
の
増
大
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
西
沢
（1960
）
は
男
女
の
区
別
を
せ
ず4190

の
漢
字
形
を
挙
げ
る
が
、

音
形
と
し
て
は1870
種
で
あ
る
。
小
林
（1967

）
が
、
男
性
名
の
表
記
形

6683

、
音
形 3090

、
女
性
名
の
表
記
形 1768 

、
音
形
736
）
（1
（

、
以
下
、
増
大
の

著
し
い
女
性
名
の
み
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
（
上
の
数
字
が
表
記
形
、
下
が
音

形
）

香
川
（1986

）  
3625 

448

朝
霧
（1986

）  
1222 

403

脇
田
（1986

）   
3020 

739

山
口
（1992

）
は
男
性
名
と
女
性
名
の
漢
字
形
を1000
ず
つ
挙
げ
る
が
、
男

性
名
の
音
形
は
747
で
、
女
性
名
の
音
形
は
246
で
あ
る
。

た
ま
ひ
よ
（1995

）
の
「〝
音
〟
で
選
ぶ
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
」
に
な
る
と
、
女

性
名
の
音
形
が
多
く
な
る
）
（1
（

。

た
ま
ひ
よ
（1995

） 
5407 

1404

た
ま
ひ
よ
（2003b

） 
6688 

2171

高
島
（2006

）
な
ま
え
索
引
）
（1
（ 

-- 
2516

西
東
（2014

）
響
き
リ
ス
ト 

例
示
な
し 

2873

と
上
記
で
多
か
っ
た
小
林
や
脇
田
の
700
超
か
ら
二
倍
三
倍
と
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
増
加
し
た
音
形
を
表
記
し
得
て
い
る
の
は
、
一
字
一
音
の
万
葉

仮
名
的
な
表
記
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
。
例
え
ば
女
性
名
と
し
て
、
高
島

（2006

）
に
は
「
あ
ろ
よ
」
が
載
せ
て
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
、「
み
り
」「
り

あ
」、「
あ
ろ
」「「
ろ
よ
」
な
ど
の
二
拍
に
一
字
を
宛
て
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
よ
う
に
見
え
）
（2
（

、
一
字
一
音
の
も
の
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
ま
ひ
よ
（1995

）
の
「
音
で
選
ぶ
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
」
の
「
女
の
子
」）

（（
（

の
「
あ
」
で
始
ま
る
3
拍
の
名
は
、
音
で
84
種
あ
り
、
表
記
は
436
種
あ
る
が
、

1
字
で
書
く
も
の
が
9
種
、
2
字
287
種
、
3
字
140
種
で
あ
る
。
た
ま
ひ
よ

（2003a

）
は
、
音
で
69
種
、
表
記
250
種
で
、
1
字
10
種
・
2
字
170
種
・
3
字

70
種
。
た
ま
ひ
よ
（2003b

）
（（
（

）
で
は
、
音
で
128
種
、
表
記
で
407
種
で
あ
る
が
、

1
字
13
種
、
2
字
280
種
、
3
字
114
種
。
一
字
一
音
の
名
の
数
は
増
え
て
い
る

よ
う
に
見
え
な
い
が
、（2003b

）
の
時
点
で
、
一
字
一
音
に
使
わ
れ
る
字
種

は
増
加
し
て
い
る
。

た
ま
ひ
よ
（1995

）
で
ア
と
読
ま
れ
る
も
の
は
「
亜
阿
愛
安
明
」
の
6
字

で
あ
っ
た
（「
明あ

日す

」
の
よ
う
な
熟
字
訓
は
除
い
て
あ
る
）。「
明あ

香か

里り

」・「
有あ

梨り

沙さ

」
は
「
明あ

か
り
」「
有あ

り
」
の
よ
う
な
、
送
り
仮
名
的
な
漢
字
を
伴
う
も

の
で
あ
り
、「
秋あ

来き

恵え

」
も
送
り
仮
名
的
（
捨
て
仮
名
）
（2
（

的
）
な
も
の
で
あ
る
。

「
愛
」
を
「
あ
」
と
読
ま
せ
る
の
は
愛あ

紀き

子こ

・
愛あ

里り

沙さ

の
二
例
の
み
で
あ
る
。

た
ま
ひ
よ
（2003a

）
で
は
、
例
示
そ
の
も
の
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

た
ま
ひ
よ
（2003b

）
で
は
、
三
拍
名
の
み
を
見
て
も
「
葵
茜
梓
綾
杏
彩
朱

青
天
碧
麻
」
を
「
あ
」
と
読
ま
せ
て
お
り
（
綾あ

希き

子こ

・
杏あ

衣い

理り

・
彩あ

夏か

音ね

・

朱あ

沙さ

夏か

・
青あ

澄す

望み

・
天あ

使つ

羽は

・
麻あ

紗さ

子こ

　
…
…
。
二
拍
を
二
文
字
で
書
い
た

も
の
を
加
え
れ
ば
、「
絢あ

美み

」
な
ど
）
（2
（

）、
明
・
有
に
つ
い
て
も
、
送
り
仮
名
的

な
も
の
が
付
加
し
な
い
も
の
が
激
増
し
て
い
る
。

た
だ
し
、前
述
の
通
り
、「
読
み
方
別
漢
字
リ
ス
ト
」（2003a:107-110

）「
読

み
別
漢
字
リ
ス
ト
」（2003b:423-437

）
で
は
「
安
有
亜
吾
阿
」
の
五
つ
の
み
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で
、
増
加
し
て
い
な
い
し
）
（2
（

、「
画
数
か
ら
選
ぶ
名
づ
け
」
と
い
う
章
の
名
で

漢
字
ご
と
に
読
み
や
名
前
例
を
示
す
と
こ
ろ
で
は
、「
明
」
に
「
あ
」
の
読
み

「
あ
・
あ
か
・
あ
き
・
あ
け
」
が
、「
空
」
に
も
「
あ
・
か
ら
・
そ
ら
」
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
全
て
の
漢
字
の
所
に
及
ぼ
し
て
は
な
い
（「
天
」
は
「
あ

ま
・
あ
め
・
た
か
・
た
か
し
」「
朱
」
は
「
あ
け
・
あ
け
み
・
あ
や
・
あ
か
」、

「
杏
」
は
「
ア
ン
・
キ
ョ
ウ
・
あ
ん
ず
」、「
青
」
は
「
あ
お
・
き
よ
・
は
る
」、

「
彩
」
は
「
あ
や
）
（2
（

・
い
ろ
ど
・
た
み
」
な
ど
）。2018

年
版
あ
た
り
に
な
る
と
、

「
主
な
読
み
」
に
は
示
さ
れ
な
い
が
、
漢
字
ご
と
の
「
名
前
例
」
の
と
こ
ろ
に

「
結
愛 

ゆ
あ
」
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。

読
者
か
ら
の
情
報
を
集
め
た
た
ま
ひ
よ
（1997
）
で
は
、「
愛
彩
杏
亜
明

綾
」
を
「
あ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
名
前
が
拾
え
る
（
こ
の
本
の
「
読
み
方
別

漢
字
リ
ス
ト
」
で
は
、「
あ
」
に
は
「
亜
阿
」
の
み
で
あ
る
）。

た
ま
ひ
よ
以
外
の
も
の
で
は
、
阿
辻
・
黒
川
（2008
）
の
例
示
か
ら
「
あ
」

と
読
ま
せ
て
い
る
も
の
を
拾
う
と
、

亜
娃
阿
愛
綾
鮎
安
杏
雨
鑑
鏡
暁
顕
彩
讃
晶
歩
明
有
曜
耀
藍
燿
顯

と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
漢
字
の
説
明
部
分
な
ど
か
ら
で
は
、
こ
の
読

み
を
探
す
の
は
困
難
で
あ
る
。

　
た
ま
ひ
よ
以
前
に
遡
っ
て
み
る
と
、
西
沢
（1960

）
で
は
、
ア
と
読
む
の

は
「
亜
」
の
み
、
小
林
（1967

）
で
「
亜
安
吾
」、
朝
霧
（1986

）
で
「
亜
安

阿
」、
香
川
（1986

）
で
「
亜
安
阿
」
だ
が
、
脇
田
（1986

）
で
は
、「
愛
生
：

あ
お
い
」「
明
由
子
：
あ
ゆ
こ
」「
有
希
子
：
あ
き
こ
」「
綾
希
子
：
あ
き
こ
」

「
麻
由
美
：
あ
ゆ
み
」
が
あ
り
、
山
口
（1992

）
で
も
、「
有
佳
里
：
あ
か
り
」

「
綾
希
子
：
あ
き
こ
」「
愛
結
美
：
あ
ゆ
み
」
が
、
国
脇
（1992

）
に
も
、「
彩

芽
奈
：
あ
が
な
」「
有
佳
里
：
あ
か
り
」「
愛
希
：
あ
き
」
が
、
見
え
、
80
年

代
の
名
づ
け
本
で
、
略
訓
・
略
音
由
来
で
ア
一
拍
に
至
っ
た
も
の
が
、
名
づ

け
本
に
し
ば
し
ば
載
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

命
名
の
際
の
さ
ま
ざ
ま
な
運
用

　
高
島
（2006

）
に
は
、

名
づ
け
の
場
合
、
漢
字
の
読
み
方
は
自
由
で
、
こ
れ
ら
を
「
名
乗
り
」）

（1
（

と
言
い
ま
す
。 

名
乗
り
に
は
変
則
的
な
読
み
方
が
多
く
あ
り
ま
す
。

①
　 「
心
」
を
「
こ
こ
」、「
奏
」
を
「
か
」
な
ど
本
来
の
読
み
の
一
部
を

省
略
し
た
も
の

と
い
う
記
述
が
あ
る
。

紀
田
（2003

）、
佐
藤
（2007

）
で
も
分
析
す
る
が
、「
読
み
の
一
部
を
省

略
」「
読
み
の
一
部
を
利
用
」
と
い
う
に
は
様
々
な
段
階
が
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
上
に
見
た
略
訓
の
他
に
略
音
も
あ
る
。

万
葉
時
代
の
万
葉
仮
名
に
も
略
音
と
見
な
さ
れ
る
も
の
は
あ
っ
た
が
、
現

在
の
人
名
万
葉
仮
名
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
拡
大
し
て
い
る
。
万

葉
時
代
の
万
葉
仮
名
に
お
い
て
は
、
後
接
字
と
の
関
係
で
韻
尾
が
な
い
形
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
あ
る
が
末
尾
の
ン
・
ツ
を
抜
い
た
形
が
中
心
で
あ
っ
た
。

現
在
で
は
、「
愛
ア
イ
」
を
ア
、「
英
エ
イ
」
を
エ
と
、「
央
オ
ウ
」
な
ど
を

オ
）
（1
（

、
の
よ
う
に
、
イ
・
ウ
を
）
（1
（

抜
い
た
形
）
22
（

や
、
キ
・
ク
な
ど
を
抜
い
た
形
も

積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
。
逆
に
イ
・
ウ
・
ン
の
添
加
と
思
わ
れ
る
も
の
も

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
読
み
添
え
の
拡
大
（
助
詞
（「
の
」
な
ど
以
外
の
読
み
添

え
も
許
す
、「
妃
莉:
ひ
ま
り
」
の
よ
う
な
例
）
も
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が

49



あ
ろ
う
か
。

略
訓
は
、
下
略
だ
け
で
な
く
上
を
略
し
た
り
、
中
か
ら
と
っ
た
り
な
ど
も

見
え
る
が
、
略
音
に
つ
い
て
は
明
確
に
そ
う
だ
と
い
う
も
の
は
見
出
せ
て
い

な
い
。「
乃
音
：
の
ん
」
の
よ
う
に
「
音
」
な
ど
の
字
を
「
ん
」
と
読
ま
せ
る

も
の
も
あ
り
、
こ
れ
は
、
上
を
略
し
た
略
音
と
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、

「
ん
」
で
始
ま
る
名
前
は
、
こ
れ
ら
の
書
に
は
出
て
来
ず
）
1（
（

、
常
に
上
接
字
を

伴
う
の
で
、
母
音
が
縮
約
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
文
字
遣
い
（
従
来
か
ら
あ

る
も
の
）
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。「
ん
」
に
限
ら
ず
、
韻
尾

の
「
イ
ウ
キ
ク
チ
ツ
」
な
ど
の
1
拍
を
用
い
て
、
し
か
も
1
字
目
に
使
う
よ

う
な
例
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
確
例
を
見
出
し
て
い
な
い
）
11
（

。

清
濁
の
通
用
は
、
連
濁
に
限
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で
も
（
頭
で
も
）

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
濁
音
を
清
音
に
転
用
し
た
り

も
す
る
（
呉
音
が
鼻
音
で
漢
音
が
濁
音
で
あ
る
よ
う
な
も
の
も
、
清
音
で
読

ま
せ
る
な
ど
、
慣
用
が
な
く
て
も
通
用
さ
せ
る
）。

漢
字
の
一
部
の
要
素
の
音
訓
を
音
訓
と
し
て
採
用
す
る
ら
し
い
こ
と
も
目

に
付
く
（　
「
柊:

ト
ウ
」
な
ど
）。
逆
に
、
そ
の
漢
字
と
同
形
の
も
の
が
構
成

要
素
と
な
っ
て
い
る
漢
字
の
音
訓
を
採
用
す
る
も
の
も
あ
り
、「
史:
リ
」
は

「
吏
」の
音
を
採
用
し
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
あ
た
り
は
、
画
数
に
よ
る
姓
名

判
断
の
影
響
で
字
を
選
ぶ
こ
と
と
関
連
が
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
）
11
（

。
字
形
の
類

似
に
よ
る
通
用
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
た
ま
ひ
よ
（1997

）（
（1
頁
）
に
、

「
戒
」
を
「
え
び
す
」
と
読
ま
せ
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
戎
」
が
人

名
に
使
え
ず
に
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
た
ま
た
ま
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で

「
戒
丸
」
と
書
い
て
「
え
び
す
ま
る
」
と
読
む
船
を
見
か
け
て
こ
れ
に
倣
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
11
（

。

熟
字
訓
の
分
解
に
関
し
て
、「
海
」
は
ア
イ
ウ
エ
オ
の
す
べ
て
の
読
み
を
持

つ
、
と
い
う
の
は
、
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
）
11
（

。
海
女
・
海
豚
・
海
胆
・
海

老
・
海
髮
の
熟
字
訓
を
分
解
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
言
語
遊
戯
に
属
す
る
事

柄
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。「
日
月
」
と
書
い
て
「
た
ち
も
り
」
と
読
ま

せ
る
の
も
、「
朔つ
い
た
ち日
（
一つ
い
た
ち日
）」「
提つ
ご
も
り月
（
灰つ
ご
も
り月
）」
の
熟
字
訓
を
分
解
し
た
も

の
だ
が
、
故
事
を
意
識
し
た
言
語
遊
戯
の
類
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
が
名
付
け
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。

荒
木
（19（9

）
に
、「
朝
：
さ
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
今
朝
：
け
さ
」
を
分

解
し
た
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
現
行
の
名
づ
け
本
で
は
、
熟
字
訓
を
分

解
し
た
結
果
、
一
拍
に
な
る
も
の
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
リ

と
読
む
も
の
と
し
て
「
合
」
を
載
せ
る
も
の
が
あ
る
（
弓
削1996

）。「
百
合
」

の
熟
字
訓
を
分
解
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
該
書
の
ユ
に
「
百
」
は
な
い
。

注
20
に
載
せ
た
、「
お
名
前
辞
典
」
で
は
、「
絢
百
：
あ
ゆ
」
な
ど
、「
百
」
を

ユ
と
読
ま
せ
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

熟
字
訓
の
分
解
と
似
た
も
の
と
し
て
、
連
声
を
含
む
熟
字
の
読
み
の
分
解

が
あ
る
）
11
（

。
上
接
音
に
ン
の
な
い
「
音
ノ
ン
」「
和
ナ
」
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

「
音
：
の
ん
」
は
多
数
見
え
る
。
た
ま
ひ
よ
（199（

）
で
は
、「
香
音
：
か
の

ん
」
一
例
だ
が
、
た
ま
ひ
よ
（2003b

）
に
な
る
と
、「
か
の
ん
」
の
表
記
が

増
え
る
ほ
か
に
、「
咲
音
：
さ
の
ん
」「
紫
音
：
し
の
ん
」
な
ど
多
数
が
見
え

る
。
た
だ
、
最
新
版
の
た
ま
ひ
よ
（2022

）
で
も
、「
読
み
別
漢
字
リ
ス
ト
」

で
「
の
ん
」
は
引
け
な
い
し
、「
お
す
す
め
漢
字
」
の
「
音
」
の
「
主
な
読

み
」
に
、
ノ
ン
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
名
前
例
に
「
花
音
：
か
の
ん
」
を
載
せ

（0



る
の
み
で
あ
る
。
田
口
（2016

）
の
読
み
別
リ
ス
ト
の
他
に
、
東
伯
（2013

）

の
「
読
み
方
別
漢
字
リ
ス
ト
」
に
も
見
え
る
。
な
お
、
芝
野
（1997

）
で
は
、

音
訓
索
引
に
「
の
ん
：
音
」
を
載
せ
る
。
本
文
を
み
る
に
、「
観
音
」
は
姓
も

地
名
も
分
解
し
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、「
千
音
寺
（
セ
ン
ノ
ン
ジ
・
愛
知
）」

か
ら
、
ノ
ン
を
切
り
出
し
て
い
る
。「
和
ナ
」
に
つ
い
て
、
荒
木
（19（9

）
の

載
せ
る
「
和
：
な
」
は
「
唐
来
三
和
」
で
連
声
の
ナ
で
あ
る
。『
新
字
源
』
の

1976

年
版
の
「
人
名
要
覧
」
に
載
る
し
、
弓
削
（1996

）・
東
伯
（2013

）・

田
口
（2016

）
な
ど
に
も
載
る
が
、
た
ま
ひ
よ
は
最
新
版
で
も
「
読
み
別
リ

ス
ト
」
に
は
載
せ
て
い
な
い
（
た
だ
し
、
お
す
す
め
漢
字
リ
ス
ト
の
「
和
」

の
「
主
な
読
み
」
に
は
、2003b

の
時
点
で
「
な
」
も
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、

2003b

の
「
音
か
ら
選
ぶ
名
前
リ
ス
ト
」
に
も
「
希
和
：
き
な
」
な
ど
の
、
連

声
と
関
わ
ら
な
い
例
を
拾
え
る
。

紀
田
（2003

）
が
「
読
ま
な
い
字
を
含
む
」
と
書
い
た
も
の
に
は
、
送
り

仮
名
的
な
も
の
の
ほ
か
に
、
迎
え
仮
名
）
11
（

に
あ
た
る
万
葉
仮
名
的
文
字
遣
い
の

使
用
も
あ
る
。
た
ま
ひ
よ
（2003b

）
に
載
る
「
愛
茜
：
あ
か
ね
」「
花
架
：

か
け
る
」「
花
奏
：
か
な
で
」「
彩
桜
：
さ
く
ら
」「
弓
夢
：
ゆ
め
」
な
ど
は
、

「
茜
」
の
前
に
「
あ
」
と
読
ま
れ
る
「
愛
」
字
を
書
く
、
迎
え
仮
名
的
な
文
字

遣
い
で
あ
ろ
う
。

小
林
（2009

）
や
佐
藤
（2007

）
が
示
す
よ
う
な
命
名
（
選
字
）
に
独
自

性
を
持
た
せ
た
い
思
い
が
、
伝
統
・
慣
習
を
気
に
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
こ
か
ら

離
れ
よ
う
と
す
る
際
に
、
言
語
遊
戯
的
な
手
法
を
多
用
し
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
、『
た
ま
ひ
よ
命
名
実
例
集
』
な
ど
に
見
え
る
名
前
の
展
覧
会
は
、

地
口
行
灯
）
11
（

の
よ
う
な
言
語
遊
戯
の
発
表
会
の
場
に
も
見
え
る
。
人
の
名
の
読

み
方
を
推
定
す
る
時
に
は
、
名
前
ら
し
き
音
形
に
な
り
そ
う
な
読
み
を
探
り

な
が
ら
食
い
合
わ
せ
て
幾
つ
か
の
推
測
す
る
こ
と
が
、
一
時
期
の
や
り
方
で

あ
っ
た
が
、
名
前
の
音
形
も
増
大
し
、
そ
の
よ
う
な
方
式
で
名
前
を
推
測
す

る
の
が
、
益
々
困
難
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
現
在
の
状
況
で
あ
る
と
見
て
い

る
。

お
わ
り
に

命
名
や
姓
名
判
断
に
関
す
る
書
籍
を
集
め
始
め
た
の
は
、
韻
学
の
伝
統
を

引
く
と
謳
う
姓
名
判
断
（
名
乗
反
切
や
五
行
な
ど
。
岡
島
（200（

）（2014

）

参
照
）
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
か
を
気
に
し
た
か
ら
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
の
書
を
見
る
内
に
、
新
奇
に
見
え
る
名
前
・
漢
字
表
記
を
提

案
す
る
よ
う
な
書
で
あ
っ
て
も
、
漢
字
を
説
明
し
た
部
分
（
ま
た
、
そ
の
索

引
）
に
は
、
伝
統
的
な
音
・
訓
・
名
乗
し
か
載
せ
て
い
な
い
こ
と
が
気
に

な
っ
て
来
て
、
姓
名
判
断
的
な
こ
と
が
書
い
て
な
く
て
も
（
ま
た
、
画
数
に

の
み
関
わ
る
も
の
で
韻
学
に
は
関
係
な
く
と
も
）
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
田
口
二
州
（2016

）
の
よ
う
な
、
一
字
に
至
っ
た
略
訓
を
大
量
に

載
せ
る
索
引
の
存
在
に
は
驚
か
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
名
づ
け
に
お
け
る
漢

字
の
当
て
方
の
実
態
を
整
理
し
た
ら
こ
う
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
に
名
づ
け
本
が
、
ま
た
、
名
づ
け
本
に
お
け
る
漢
字
の
読

ま
れ
方
・
読
ま
せ
方
が
、
ど
う
変
遷
し
て
き
た
か
を
探
り
た
く
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
大
量
に
出
版
・
改
訂
さ
れ
て
い
る
名
づ
け
関
連
本
の
全
て
に
目
を

通
す
こ
と
も
出
来
ず
、
漢
和
辞
典
や
ワ
ー
プ
ロ
漢
字
辞
典
類
、
ま
た
用
字
辞

典
類
に
載
せ
ら
れ
る
名
づ
け
関
連
資
料
に
つ
い
て
も
、
十
分
に
参
照
す
る
こ

（1



と
が
出
来
て
お
ら
ず
、
残
念
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
略
訓
に
よ
る
一
字
一
音
の
よ
う
な
読
ま
せ
方
は
、
運
用
と
し
て

は
或
る
程
度
以
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
盛
ん
に
運
用
さ
れ
る
の
は
遅
れ
る
し
、

辞
典
的
に
載
せ
ら
れ
る
の
は
更
に
遅
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
名
付
け
の
諸
書
を
調
べ
る
う
ち
に
思
考
が
分
散
し
、
本
筋
か

ら
外
れ
る
も
の
を
注
に
回
し
た
た
め
に
、
注
が
繁
多
な
も
の
に
な
っ
た
し
、

述
べ
残
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
戸
籍
に
読
み
仮
名
を

付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
書
い
て
お
く
す
る
こ
と
に
す
る
。

戸
籍
に
読
み
仮
名
を
付
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
現
状
の
パ
ス
ポ
ー
ト

に
は
ロ
ー
マ
字
表
記
だ
け
で
漢
字
表
記
が
な
く
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

運
転
免
許
証
に
は
、
漢
字
表
記
だ
け
で
読
み
仮
名
が
な
い
、
と
い
う
よ
う
な

状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
名
の
読
み
方

を
「
氏
名
に
用
い
る
文
字
の
読
み
方
と
し
て
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も

の
」
に
絞
る
と
い
う
の
は
、
運
用
が
難
し
そ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
略

訓
を
こ
の
範
囲
か
ら
除
外
す
る
こ
と
は
、
名
づ
け
本
の
多
く
が
こ
れ
を
載
せ

て
い
る
現
在
と
な
っ
て
は
、
も
は
や
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
略

訓
の
う
ち
、
一
音
に
至
る
も
の
の
拡
大
の
歴
史
を
見
て
、
頭
音
以
外
を
残
す

略
訓
（
略
音
も
）
が
、
こ
れ
以
上
広
が
ら
な
い
よ
う
に
（
少
な
く
と
も
名
づ

け
本
が
そ
れ
を
推
奨
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
）
願
う
も
の
で
あ
る
。

注（1
）　

語
と
し
て
の
意
味
を
消
し
て
も
イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
な
も
の
が
残
る
こ
と（
乃

至
、
残
せ
る
こ
と
）
は
、
万
葉
集
時
代
の
万
葉
仮
名
に
お
け
る
「
孤
悲
」
な
ど

も
そ
う
で
あ
る
し
（
澤
崎2020

な
ど
）、
現
代
の
人
名
等
の
万
葉
仮
名
的
用
法

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
2
）　

早
田
（1977

）、
河
野
（1994

）
参
照
。

（
3
）　

今
野
（2023

）
と
は
立
場
が
異
な
る
。

（
4
）　
『
た
ま
ひ
よ 

し
あ
わ
せ
名
前
事
典
』で
は
、
初
版
の2003

か
ら
、
漢
字
別
の

「
主
な
読
み
」
の
と
こ
ろ
に
、「
生
：
い
」「
加
：
く
わ
」、「
叶
：
か
な
」「
成
：

な
」「
向
：
む
」「
好
：
こ
の
」「
吹
：
ふ
」「
歩
：
あ
ゆ
」「
実
：
み
の
」

「
空
：
あ
」「
明
：
あ
」「
果
：
は
」「
周
：
ま
わ
」「
美
：
う
つ
く
・
う
ま
」

「
香
：
か
お
」「
咲
：
さ
」「
奏
：
か
な
」「
飛
：
と
」「
笑
：
わ
ら
」「
彩
：
い

ろ
ど
」な
ど
、
原
則
的
に
、
送
り
仮
名
を
送
ら
な
い
形
を
載
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
。『
た
ま
ひ
よ 

名
づ
け
百
科
決
定
版
』（2001

）
で
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の

は
、
一
部
で
あ
っ
た
。

（
（
）　

池
上
（1976

）
も
示
す
よ
う
に
、
略
訓
は
、
誤
解
に
基
づ
き
広
ま
っ
て
き
た

部
分
が
あ
る
。「
足
」
を
ア
と
読
む
の
は
、
略
訓
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
ア
シ

の
略
訓
と
見
な
し
、同
じ
よ
う
な
運
用
を
他
の
字
・
訓
に
対
し
て
働
か
せ
る
わ

け
で
あ
る
。
ま
た
、「
仁
和
」
を
ニ
ン
ナ
と
読
む
の
は
、
ワ
が
上
接
字
の
韻
尾

ン
か
ら
の
連
声
に
よ
っ
て
ナ
と
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
「
な
ご
む
」
の
略
訓
で

あ
る
と
再
解
釈
す
る
向
き
も
あ
る
。
ま
た
、
止
（
と
）
は
古
音
に
基
づ
く
音
仮

名
だ
が
、
古
音
研
究
以
前
に
は
「
止
ま
る
・
止
む
」
の
略
訓
と
解
さ
れ
て
い
た

し
、
一
般
的
に
は
今
な
お
、
そ
う
誤
解
さ
れ
や
す
い

（
6
）　
「
生い

駒こ
ま

」
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
「
生い

都と

子こ

」「
妃き

生い

子こ

」
の
例
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）　

漢
字
一
字
で
1
モ
ー
ラ
を
表
す
も
の
で
、「
一
字
一
拍
」
で
よ
い
が
、
万
葉

仮
名
の
呼
び
方
に
な
ら
い
、「
一
字
一
音
」
と
称
し
て
お
く
。

（
（
）　

地
名
の
漢
字
表
記
は
、
本
居
宣
長
の
所
謂
「
地
名
字
音
転
用
例
」
も
、
西
洋
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の
地
名
を
中
国
語
の
音
訳
で
宛
て
た
も
の
も
、
熟
字
訓
的
に
扱
わ
れ
、
分
解
不

能
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
音
に
由
来
す
る
た
め
に
、
分
解

さ
れ
や
す
い
面
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。「
愛
」
を
「
あ
」
と
読
む
の
も
、
ア
イ

の
略
音
と
い
う
面
だ
け
で
な
く
、「
愛
宕
」
な
ど
を
分
解
し
た
、
と
い
う
面
も

あ
ろ
う
。
芝
野
（1997

）
で
は
、
姓
の
「
愛あ

た
ご宕

」
と
地
名
の
「
愛あ

栄さ
か

町ち
ょ
う」（

島

根
）
か
ら
ア
の
読
み
を
示
し
て
い
る
。「
雅
」
の
ア
に
は
、「
雅
津
子
（
ア
ツ

コ
）」
を
載
せ
る
。

（
9
）　

箭
内
敏
夫
（1994

）
や
菊
田
将
克
ほ
か
（1989

）、SE

編
集
部
（1991

）
な

ど
で
は
、そ
う
し
た
点
か
ら
の
分
析
は
見
え
な
か
っ
た
。
現
行
の
予
測
変
換
と

は
違
っ
て
、
変
換
用
の
辞
書
に
、
こ
の
読
み
が
入
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、「
あ
＝
空
」
が
カ
行
五
段
動
詞
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
は
よ
い
が
、「
単

漢
字
」
と
し
て
も
「
あ
＝
空
」
で
登
録
さ
れ
て
い
た
。

（
10
）　

学
研
辞
典
編
集
部
（1990

）
の
よ
う
に
、「
名
前
索
引
」
と
題
し
て
、「
人
名

と
し
て
使
用
さ
れ
る
訓
読
み
（
名
乗
り
）
を
五
十
音
順
に
配
列
」
し
て
、
人
名

用
の
漢
字
事
典
を
兼
ね
る
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
た
。

（
11
）　

国
語
辞
典
類
の
見
出
し
で
も
見
ら
れ
る
書
き
方
で
あ
る
し
、漢
和
辞
典
の
音

訓
索
引
で
も
、『
大
修
館
新
漢
和
辞
典
』『
漢
語
林
』
な
ど
が
採
用
し
て
い
る
。

（
12
）　

文
久
三
年
。
国
会
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
掲
載
。

（
13
）　

形
式
と
し
て
は
、
黒
河
『
名
乗
指
南
』
と
似
て
い
る
が
、
収
め
ら
れ
て
い
る

読
み
は
、
か
な
り
多
い
。

（
14
）　
『
三
省
堂
漢
和
辞
典
』
第
四
版
（1990

）・『
新
明
解
漢
和
辞
典
』
第
四
版

（1990

）
に
載
る
43
頁
に
至
る
も
の
が
、
最
大
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
15
）　
『
旺
文
社
国
語
辞
典
』
で
は
、
八
版
（1992

）
か
ら
、
漢
字
項
目
に
「
人
名
」

と
し
て
名
乗
が
載
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
16
）　

後
に
人
名
用
漢
字
に
追
加
さ
れ
た
「
瑠
」
な
ど
に
加
え
て
、
田
口
（2016

）

で
は
（
こ
れ
も
追
加
字
だ
が
）「
昴
」
が
入
っ
て
お
り
、「
す
ば
る
」
の
末
音
を

採
用
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。「
類
累
」
な
ど
は
変
体
仮
名
の
字
母
に
も

な
っ
て
い
て
佐
久
間
が
「
累
」
を
入
れ
て
い
た
が
、
田
口
（2016

）
に
は
な
い
。

略
音
と
も
解
せ
る
も
の
で
、同
書
で
愛
を
ア
と
読
ま
せ
て
い
る
の
と
対
照
的
に

思
え
る
。
な
お
、
唐
音
由
来
か
と
思
わ
れ
る
「
児
：
る
」
は
、
荒
木
（1959

）

に
青
木
正
児
（
ま
さ
る
）
が
載
り
、
近
年
の
も
の
で
も
諸
書
に
載
る
が
、
田
口

（2016

）
に
は
載
ら
な
い
。

（
17
）　

男
性
名
の
方
が
音
形
の
種
類
が
多
い
も
の
が
多
い
の
は
、
男
性
名
が
、
長
い

も
の
で
は
6
拍
あ
た
り
ま
で
存
在
す
る
の
に
対
し
、女
性
名
の
方
は
3
拍
ま
で

が
中
心
で
、
4
拍
の
も
の
で
も
、
男
性
名
の
よ
う
な
2
＋
2
の
も
の
が
少
な
く

3
＋
1
が
中
心
で
、
最
後
の
一
拍
に
、
所
謂
「
添
え
字
」「
止
め
字
」
を
置
く

と
い
う
制
限
が
あ
る
こ
と
（
1
＋
3
の
「
ひ
ま
わ
り
」
の
よ
う
な
も
の
も
あ
り
、

ま
た
「
向
日
葵
」
と
い
う
表
記
の
ま
ま
で
「
ひ
ま
り
」
と
い
う
形
を
取
ら
せ
た

り
も
す
る
が
、
こ
れ
は
4
拍
の
名
を
避
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）な
ど
に
よ
る
。

た
と
え
ば
音
形
が
最
も
多
い
西
東
社
（2014

）
の
女
性
名
の
音
形2874

種
の

内
、
4
拍
以
上
な
の
は
、
男
性
名
の
混
入
で
は
な
い
か
と
思
え
る
5
拍
の
1
種

「
こ
う
し
ろ
う
」も
含
め
て
も
42
種
に
過
ぎ
な
い（
2
拍
が
513
種
、
3
拍
が2318

種
）。
男
性
名
は3478

種
の
内
、
2
拍
が
189
種
、
3
拍
が1564

種
、
4
拍
が

1452

種
、
5
拍
以
上
が
273
種
で
あ
る
。
な
お
、
上
掲
の
田
口
（2016ab

）
で

は
、
男
女
で
同
程
度
の
頁
数
で
あ
る
の
に
、
男
性
名
の
音
形
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
。

（
18
）　

こ
れ
を
、
小
林
（1967

）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
語
末
音
で
、
ナ
が
4
か
ら

100
に
、
ホ
が
4
か
ら
62
に
、
サ
が
3
か
ら
30
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
目

立
つ
。
頭
音
で
は
、
リ
が
8
か
ら
51
に
、
ユ
が
17
か
ら
77
、
ホ
が
2
か
ら
25
な

ど
が
目
に
付
く
。

（
19
）　

掲
載
頁
の
索
引
で
あ
り
、同
表
記
の
も
の
が
複
数
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
表
記
形
の
カ
ウ
ン
ト
は
困
難
で
あ
る
。

（
20
）　
「
え
れ
な
」「
み
り
あ
」（
た
ま
ひ
よ
（1995

）
な
ど
に
あ
る
）
を
そ
の
例
に

し
よ
う
と
考
え
た
が
、
ネ
ッ
ト
上
の
「
お
名
前
辞
典
」（http://nam

e.m
3q.

jp/

）
で
は
、「
え
れ
な
」
を
「
愛
叶
」「
永
愛
」
な
ど
の
二
字
で
、「
み
り
あ
」

を
「
実
愛
」「
碧
愛
」
な
ど
の
二
字
で
表
記
し
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
も
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あ
り
、
高
島
（2006

）
に
載
る
「
あ
ろ
よ
」
に
し
た
。
同
書
に
拠
れ
ば
、「
あ

ろ
よ
」
は
「
ア
ジ
ア
、
中
東
で
呼
ん
で
も
ら
い
や
す
い
名
前
」
と
の
こ
と
で
、

表
記
は
「
阿
露
夜
」
と
し
て
い
る
。

（
21
）　

従
来
、
男
性
名
表
記
に
比
し
て
女
性
名
表
記
の
方
が
、
一
字
一
音
式
の
も
の

が
多
く
、
佐
久
間
（1978

）
な
ど
、
多
く
の
命
名
本
で
「
万
葉
仮
名
」
を
女
性

名
の
頁
に
載
せ
て
い
る
。

（
22
）　
「
名
づ
け
百
科
」
に
加
え
て
「
し
あ
わ
せ
名
前
事
典
」
が
登
場
し
、
二
系
統

に
分
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
（「
百
科
」
は
そ
の
後
「
大
百
科
」「
新
百
科
」
と
な

る
）。
監
修
者
は
と
も
に
、
田
宮
規
雄
。
な
お
、
雑
誌
の
付
録
に
、「
し
あ
わ
せ

名
前
辞
典
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
薄
い
小
冊
子
が
あ
る
。
ま
た
、2013

年
版
か

ら
監
修
は
栗
原
里
央
子
と
な
る
。
た
だ
し
、2012

版
と2013

版
と
で
は
、
年

別
の
人
気
名
前
な
ど
が
違
う
ば
か
り
で
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
よ
う
な「
音
か

ら
選
ぶ
名
づ
け
」「
読
み
別
漢
字
リ
ス
ト
」
な
ど
で
大
き
な
差
は
な
い
。

（
23
）　

送
り
仮
名
全
般
を
「
捨
て
仮
名
」
と
呼
ぶ
ほ
か
に
、
現
在
の
送
り
仮
名
（
内

閣
告
示
「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
昭
和
48
年
に
基
づ
く
も
の
）
か
ら
外
れ
る
よ

う
な
も
の
だ
け
を
「
捨
て
仮
名
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
用

法
を
意
識
し
て
い
る
。

（
24
）　

亜
阿
愛
葵
茜
梓
絢
綾
安
杏
空
吾
彩
采
朱
青
蒼
天
碧
歩
麻
明
有
晏

（
25
）　

第
三
版
（2005: 421-437

）
で
は
「
娃
」
が
加
わ
る
。2004

年
に
人
名
用
漢
字

に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
後
、
現
在
最
新
の2023

〜2024
年
版

（pp. 197-209

）
ま
で
、「
あ
」
で
引
け
る
漢
字
は
増
加
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。
な
お
、
た
ま
ご
ク
ラ
ブ
編
の
名
づ
け
本
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
「
読
み

（
方
）
別
漢
字
リ
ス
ト
」
で
示
さ
れ
る
の
は
、
所
在
ペ
ー
ジ
で
は
な
く
画
数
で

あ
る
。
漢
字
の
説
明
部
に
お
い
て
、
画
数
順
で
並
べ
て
は
あ
る
が
、
漢
字
を
見

出
す
の
は
、
た
や
す
く
は
な
い
。

（
26
）　
「
彩
」
を
「
あ
や
」
と
読
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
新
野
（1996

）
に
あ
る
名

乗
り
字
や
吉
田
（1951

）
に
も
（
国
語
協
会
（1940

）
に
は
「
彩
」
字
な
し
）、

長
島
豊
太
郎
『
古
字
書
索
引
』
な
ど
に
も
見
え
ず
、
漢
和
辞
典
類
の
多
く
が
、

こ
の
読
み
を
載
せ
て
い
な
か
っ
た
（
特
に
「
音
訓
索
引
」
に
は
見
え
な
か
っ
た
。

『
広
漢
和
辞
典
』『
角
川
大
字
源
』『
岩
波
漢
語
辞
典
』
の
索
引
に
は
見
え
る
が
、

『
新
大
字
典
』『
大
漢
語
林
』『
学
研
新
漢
和
大
字
典
』『
漢
字
源
』な
ど
の
索
引

に
見
え
ず
、『
新
字
源
』
で
も2017

年
の
改
訂
ま
で
見
え
な
か
っ
た
。『
新
字

源
』「
人
名
要
覧
」
に
は
当
初
よ
り
見
え
る
が
、『
新
字
源
』
に
お
け
る
「
人
名

一
覧
」
の
収
載
は
昭
和
53
年
頃
か
ら
で
あ
る
）
こ
と
な
ど
か
ら
、
比
較
的
新
し

い
読
み
で
は
な
い
か
と
見
て
い
た
（
松
平
（1956:82

）
に
、
音
読
サ
イ
の
み

を
載
せ
、「
ツ
ヤ
な
ど
の
読
み
は
避
け
る
」、
佐
久
間
（1981:350

）
に
「
彩
」
の

ア
ヤ
を
「〝
綾
〟
の
字
よ
り
新
鮮
」
と
す
る
）
が
、
荒
木
（1959

）
に
も
あ
り
、

『
四
声
玉
篇
和
訓
大
成
』（
寛
政
）に
、
こ
の
訓
が
見
え
る
。
現
在
の
漢
和
辞
典

類
の
多
く
が
、
毛
利
貞
斎
『
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』（「
彩
」
の
訓
は
、
本

文
で
「
イ
ロ
ド
ル
」、
頭
注
で
「
ヒ
カ
リ
」）
系
統
に
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

も
す
る
。
な
お
、
近
代
の
漢
和
辞
典
類
で
も
、
塚
本
哲
三
『
袖
珍
漢
和
辞
典
』

大
正
4
年
、
服
部
宇
之
吉
『
大
漢
和
辞
典
』
大
正
14
年
、
な
ど
、
音
訓
索
引
で

「
あ
や
」
か
ら
「
彩
」
が
引
け
る
も
の
も
あ
る
。

（
27
）　
「
名
乗
」
と
い
う
語
の
使
わ
れ
方
の
歴
史
に
つ
い
て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
調
査
出
来
て
い
な
い
。

（
28
）　
「
央
」
の
オ
は
長
音
の
短
呼
と
も
解
釈
出
来
る
も
の
で
も
あ
る
。
長
短
の
通

用
は
、
あ
る
頃
ま
で
は
、
字
音
間
や
字
音
と
万
葉
仮
名
と
に
長
短（
な
い
し
韻

尾
ウ
の
有
無
）の
あ
る
も
の
な
ど
を
除
い
て
、
ユ
と
ユ
ウ
の
通
用
に
限
ら
れ
て

い
た
（
た
ま
ひ
よ
（1995

）
の
「
読
み
方
別
漢
字
リ
ス
ト
」
で
も
「
ゆ
（
う
）」

で
「
夕
友
」
字
な
ど
が
示
さ
れ
る
（
個
々
の
字
の
説
明
箇
所
で
は
「
友
祐
」
な

ど
で
は
、
ユ
ウ
は
片
仮
名
で
「
ゆ
」
は
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
）
が
、
こ

の
よ
う
な
「
う
」
の
有
無
に
関
す
る
包
摂
は
他
の
項
に
は
な
い
（「
あ
つ
（
し
）」

な
ど
が
多
い
）
も
の
で
あ
る
。
た
ま
ひ
よ
（2023

）
で
も
、
こ
れ
ら
は
継
続
し

て
い
る
、
な
お
、
古
く
は
富
永
（1957:154

）
で
「
夕
勇
雄
裕
猶
」
な
ど
を
ユ

に
あ
て
て
あ
る
）
が
、
拡
大
し
て
い
っ
た
。

（
29
）　
「
と
る
」
と
い
う
表
現
で
は
、
採
用
と
も
削
除
と
も
解
さ
れ
る
の
で
、「
抜
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く
」
を
使
っ
て
あ
る
。
抜
擢
の
「
ぬ
く
」
で
あ
る
と
の
解
釈
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

「
と
る
」
ほ
ど
の
両
義
性
は
な
か
ろ
う
。「
省
く
」
を
使
お
う
か
と
も
思
っ
た
が
、

省
く
前
の
形
を
意
識
し
て
使
っ
て
い
る
感
じ
が
あ
り
、「
抜
く
」
に
し
た
。

（
30
）　

韻
尾
の
イ
の
表
わ
れ
方
に
は
漢
字
音
の
問
題
が
あ
る
（「
娃
」
字
を
ア
と
も

ア
イ
と
も
読
む
こ
と
な
ど
と
関
連
す
る
。
岡
本
（1968

）
参
照
）。
上
掲
の
よ

う
に
、「
る
」
の
仮
名
の
字
母
に
「
累
類
」
な
ど
が
あ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
。

（
31
）　W

ikipedia

で
は
、「
ん
」
で
始
ま
る
名
が
、
現
在
1
人
確
認
出
来
る

（Japanese W
ikipedia personal nam

e extractor https://github.
com
/hiroshi-m

anabe/extract_jaw
p_nam

es

で2023

年
8
月
29
日
に
取

得
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
）
が
、
仮
名
表
記
で
あ
る
。（
豊
岡
ん
み
。
本
名
不
明
）

（
32
）　

田
口
（2016

）
で
「
鞠
」
を
ク
と
読
ま
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
韻
尾
を
採
用

し
た
の
で
は
な
く
、
熊
本
の
地
名
ク
ク
チ
に
地
名
字
音
転
用
で
「
鞠
智
」
字
を

宛
て
た
（「
菊
池
」
も
同
様
）
と
こ
ろ
か
ら
の
展
開
で
、
韻
尾
を
消
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

（
33
）　

命
名
の
際
に
、
字
画
に
よ
る
姓
名
判
断
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
根
強
い
よ
う

で
、
名
づ
け
本
の
多
く
が
、
姓
名
判
断
に
関
わ
る
人
を
監
修
者
に
加
え
る
な
ど

し
て
、
画
数
に
よ
る
吉
凶
を
載
せ
続
け
て
い
る
。

（
34
）　
「
昴
」
字
が
使
え
な
い
時
代
に
「
昂
」
字
で
「
す
ば
る
」
と
読
ま
せ
た
人
が

居
た
が
、「
昴
」
字
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
こ
の
二
字
の
通
用
は
あ
る

よ
う
で
、「
昴
」
字
を
「
こ
う
」
と
よ
む
人
が
居
る
。

（
35
）　

小
林
祥
次
郎
（2008:248-255

）
な
ど

（
36
）　

注
5
参
照
。

（
37
）　

送
り
仮
名
と
対
に
な
る
「
迎
え
仮
名
」。「
オ
ノ
ズ
カ
ラ
」
と
「
ミ
ズ
カ
ラ
」

と
を
区
別
す
る
た
め
に
「
自
ラ
」「
自
ラ
」、
な
い
し
、「
オ
自
ラ
」「
ミ
自
ラ
」

な
ど
と
書
い
て
あ
る
も
の
を
「
迎
え
仮
名
」
と
呼
ぶ
が
、「
愛
茜
」
で
ア
カ
ネ
、

「
美
操
」
で
ミ
サ
オ
な
ど
を
迎
え
仮
名
に
あ
た
る
万
葉
仮
名
的
文
字
遣
い
と
見

る
。

（
38
）　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、
一
八
世
紀
末
の
柳
多
留
の
用
例
を
載
せ
る
。
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七
七
年
一
月
号　

特
集　

命
名

『
日
本
語
学
』
一
九
九
一
年
六
月
号　

特
集　

命
名

『
し
に
か
』
二
〇
〇
三
年
七
月　

特
集　

日
本
人
の
名
前
と
漢
字

付
記

　

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
一
一
月
六
日
に
、
漢
字
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
行
っ
た
講
演

「
人
名
に
使
わ
れ
る
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
」
に
基
づ
く
部
分
が
大
き
い
。
講
演
の

広
報
の
際
、「
漢
字
の
表
音
文
字
化
」
と
い
う
表
現
を
と
っ
た
が
、
こ
れ
は
本
稿
に

書
い
た
よ
う
に
、表
語
文
字
で
あ
る
漢
字
の
表
意
機
能
と
表
音
機
能
の
分
離
が
略
訓

の
拡
大
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
様
子
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、「
表
音

文
字
化
」は
適
当
で
は
な
い
表
現
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
講
演
で
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
と
し
て
「
愛
」
の
字
の
多
様
な
読
ま
れ
方
（
読
ま
せ
方
）
を
取
り
上
げ
た
が
、

こ
れ
は
、
笹
原
（2023

）
と
重
な
る
部
分
も
多
く
、
本
稿
で
は
多
く
を
省
略
し
た
。

（
お
か
じ
ま
・
あ
き
ひ
ろ　

本
学
教
授
）
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